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論文の内容の要旨
　1980年代のベトナムにおける私的土地保有制度への移行以後，従前の水管理システムは混乱し，新たな持続的
システムが模索されている。これに参考となると見られる日本の水管理に関しては，一つの集落内部の水管理に
ついては多くの研究があるものの，集落聞の間題を扱ったものはきわめて少ない。本論文は，日本の集落と集落
が水管理上どのように結びついてきたか，そしてその日本モデルをどのようにベトナムに適用できるかを検討し
た。事例として，日本の小員川水系岡堰土地改良区とベトナム紅河における潅概システムを取り上げ，社会学的
及び工学的視点から，両者の共通点と相違点を明らかにしつつ，ベトナムの水管理強化方策の政策提言を行った。
　まず，日本の水管理システムについて，土地改良区定款運用の実態を検討し，役員が行政区の持ち回り指名に
よって決定され，区が土地改良区運営の基礎単位となっていることを明らかにした。用水配分については，用水
路から上流部が27mm／d取水し，下流部は6mm／dであること，下流部の必要水量の83％は排水路からの揚水に
よることを示した。しかし，反復利用を含めた用水費は，すべて平等に負担されており，厳しい水不足の時は，
用水配分は番水制度に変えられ，どの地区の水田も生き残れるように3－4mm／dの水が均等に配分される。この
配分は，区のシステムを通して行われる。
　日本では一般に，潅概施設の建設，再建設には，政府からの高率の補助金が出されるが，関係する農民が補助
残を負担することに合意した時に初めて支給されるようになっている。
　徳川期における水管理について文献調査を行い，関係32村が年番総代制度を通して管理を担っていたことを明
らかにした。江戸期の村は，現在の行政区に相当する。用水配分の公平性は，各支線への取水施設の大きさによっ
て規定された。公平性は，生産量最大を目標とする江戸幕府の政策に基づいており，この政策目標は現代と共通
する。違いは，補助金制度を利用して，各区が用水に関する取り決めを守るようにしている点である。
　次に，紅河デルタにおける水管理の現地調査によって，私的土地保有の開始に伴って水管理における合作社の
役割は弱まり，各集落が自己の利益を主張し始めたことを示した。その影響によって，潅概排水管理公社（IDMC）
の管理下にある用水の下流部地域における代掻き用水確保に深刻な影響が出ている。問題は，集落が共同利用す
る支線用水路の維持と用水配分にある。
　3っの村における土地再配分過程を詳細に検討し，平等な土地再配分は，村のレベルではなく，個々の集落の
レベルで実現したこと，その際，面積規模だけでなく，位置における平等も目標とされたため，土地は極度に細
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分化され，散分散することになったことを明らかにした。しかし，平等な土地配分によって，集落は極めて効率
的な水管理が実行できるようになった。住民はより集落への依存度を高め，逆に集落の機能を強めた。集落は土
地再配分後における水管理システムの最終単位になっている。
　ベトナムと日本という，異なる社会経済的条件を持つ2国における事例研究から，二つの共通した要素を見い
だした。第ユは，共同体としての村が，水管理の最終単位であり，そこでは構成員間の平等が極めて重要である
こと，第2には，両国政府が，食糧生産の最大化と安定という同じ目標を持つことから，水配分の効果的実現の
ために集落を結びつける政策が重要になることである。したがって，日本の経験は，土地再配分後のベトナムヘ
適用することが可能である。
　ベトナムにおける潅概排水政策では次のことを考慮すべきである。（ユ）集落を水管理の基本単位とすること，
（2）集落をIDMCの意志決定プロセスに参加させること，（3）水配分の不平等に対処するため上下流部の費用
負担の均等化を図ること，（4）集落聞の協力体制を構築するための補助金制度を導入すること。
審査の結果の要旨
　本論文は，世界的に潅概排水管理の農民移転が課題になっている中で，ベトナムで1980年代に導入された私的
土地保有制によって，従来の水管理体制がどの様な影響を受け，今後どのような方向を進むべきかを問題にし，
水管理先進国としての日本にそのモデルを得ようとしたものである。ベトナムにおいては，合作社が解体され，
農家単位の生産体制になったことにより，水管理においても合作社レベルの集団的水管理が崩壊した。合作社に
代わって何が水管理の最終単位になりうるのかを，本研究は詳細に検討し，集落がその位置にあると結論づけて
いる。そして，その根拠を，土地の再配分過程において，集落の共同体としての平等原理が強く働いたこと，そ
れによって，逆に集落の機能が強化され，集落が水管理における最終単位として機能する物理的な背景を形成し
たことを明らかにした。
　また，日本の水管理については，農業用水システム全体としての管理，利害調整の実態を，小則11水系岡堰土
地改良区を例に，集落のレベルから詳細に検討し，現代における行政区が実質的に土地改良区運営における最終
単位となっていることを明らかにした。その検討は，江戸期における管理体制にも及び，現在の管理体制の起源
が用水創設時にすでに存在していることを示した。
　両国における水管理体制の共通性と異質性に対する確認と，日本の制度の分析に基づき，ベトナムの水管理へ
の提言を行ったが，その内容は極めて実際的な課題に応えるものであり，高く評価される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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